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	1. はじめに
	湿地の果たす役割は多いが，水の涵養機能による安定した水の供給は水資源的観点から重要である．しかし，その湿地の減少・劣化による悪化傾向が報告されている．湿地の劣化の原因の一つは，植生変化・変遷である．植生の持つ蒸発散，遮断蒸発作用は，流出特性に影響を与える．一方，植生は時代の変遷に伴う土地利用の変化とともに変わり，近年では植林や土地の放置が植生の変化・変遷の引き起こしている．
	研究対象とした，岡山県，吉井川水系落合川の源流域には黒岩高原が広がり湿地が分布している．しかし，過去と現在の航空写真を比較すると，一部湿地の樹林化，湿地集水域の針葉樹の成長と草地の樹林化による湿地への水の流入量低下によって，湿地は地下水位が低下した劣化状態にあると考えられる．落合川の下流域の旧阿波村地区では，住民が主体となった小水力発電開発が進められているが，戦後よりこの地に暮らす住民は，落合川の流量が昔に比べて目に見えて少ないことを指摘している．そのため，発電に十分な流量があるのか心配の声が上が...
	2. 現地調査と手法
	黒岩高原は上段湿地，中段湿地，下段湿地の3つの湿地流域より成り，上段湿地で気象観測として雨量計，気温計を設置し2017年12月1日か～2018年11月30日と，2019年8月14日～10月31日のデータを入力データに使用した．中段湿地では，2019年8月14日～11月28日の期間で水位観測を行い，その間，台風後の取水を含む3回の流量測定結果からH-Q曲線を作成し流量を推定した．黒岩高原下流部の落合川では，金山橋地点で水位観測を2017年12月1日～2018年11月30日まで行い，現地で観測された流...
	モデル化にあたっては，流域を源流部の黒岩高原とその下流部の急峻な地形とに分け，2連3段タンクモデルを構成し，（１）積雪タンク，（２）蒸発散モデル，（３）遮断蒸発モデルを組み込んだ．
	パラメータ決定の際，流況曲線の95日流量以下の流量が合うように留意し，その指標として発電に使える流量である発電ポテンシャル𝑃((m3/s)・day)を図1の緑で示す面積で考えた．
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